
令和6 年 4 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

今回はスタッフに事前に確認して2人で作業を行い

日程  12月 13日　９時30分から16時まで できないところを質問しながらやっていくことになる。

概要 何回か行っているのでスムーズに行うことができた。

人数 利用者１名、スタッフ１名で会社に訪問し、

作業を行う。

＜目的＞

以前より施設外でお世話になっており、何度か施設外

での経験をさせていただいていた場所なので

コミュニケーションをとりながら作業を行い

一般就職の意欲向上に努める。

＜成果＞

施設では流れ作業ではあるが一般企業で実際にやる中で

環境にもまれいつもにない体験をすることができた。

施設よりも作業スピードを速くしながら作業ができる

ようにしていく必要があることを学びました。

今は年に何回かだが今後回数を増やしたりしていけたらと思っている。

今は施設での内職もいただいているが外に出れる機会も作っていかないといけない。

金物(ドアノブ)検品作業を作業員と流れ作業で行う。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 アシスト 事業所番号 2713002455

住　所 大阪市東淀川区小松1-12-16-1階 管理者名 奥

電話番号 06-6195-7437 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携先企業（担当者） FFK産業　周山さん

利用者からの意見・評価

外に出れて気晴らしにもなれたしいつもとは違う経験、環境の中で揉まれて良かったとのこと。

まだまだできていないこと痛感させられたり頑張っていかないといけないと思った。

また機会があれば行きたいです。

様式２


